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野
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東
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遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
ぞ
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
王
遺
跡
は
特
別
史
跡
多
賀

城
跡
の
南
西
部
に
位
置
し
、
砂

押
川
と
七
北
田
川
と
に
よ

っ
て

形
成
さ
れ
た
東
西
に
長
い
自
然

毘
防
上
に
立
地
す
る
。

調
査
は

一
九
七
八
年
以
来
宮

城
県
教
育
委
員
会
と
多
賀
城
市

教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
断
続
的

に
行
な
わ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
わ
た
る
多
数
の
遺
構

・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
多

賀
城
に
陸
奥
国
府
が
置
か
れ
た
奈
良

・
平
安
時
代

（八
世
紀
ｔ
一
〇
世
紀
）
に

つ

い
て
は
、
多
賀
城
の
政
庁
中
軸
線
及
び
外
郭
南
辺
と
方
向
を
そ
ろ
え
た
東
西

・

南
北
の
道
路
遺
構
が
み
つ
か

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
道
路
と
道
路
で
区
画
さ
れ

た
約

一
町
四
方
の
区
画
内
部
の
様
子
や
遺
物
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、
遅
く
と
も

平
安
時
代
に
は
多
賀
城
の
前
面
に
多
賀
城
を
意
識
し
た
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。

一
九
九
三
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
八
幡
地
区

（次
頁
図
の
６
。
以
下
同
様
）

と
多
賀
前
地
区

（３
１
５
、
２６
）
　ヽ
ま
た
新
た
に
伏
石
地
区
（７
）
の
調
査
を
行
な

っ
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
多
賀
前

・
伏
石
地
区
の
平
安
時
代
の
遺
構
で
あ

る
。
以
下
、
同
時
代
の
両
地
区
と
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
を
述
べ
る
。

一　

多
賀
前
地
区

多
賀
前
地
区
で
は
東
西

・
南
北
道
路
が
八
条
と
こ
れ
ら
の
交
差
点
を
四
カ
所

で
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
東
西
大
路

（幅
約

一
二
こ

は
他
の
道
路

（幅
三
ｔ

七
じ

よ
り
規
模
が
大
き
く
、
南
北
大
路

（幅
壬
一冨
）
と
と
も
に
、
城
下
の
メ

イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
う
べ
き
道
路
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
で
画
さ
れ
る

区
画
内
部
の
様
子
は
、
東
西
大
路
に
面
し
た
区
画

（３
、
４
）
と
大
路
か
ら
は
な

れ
た
区
画
（５
）
と
で
違
い
が
あ
る
。
大
路
に
面
し
た
区
画
で
は
廂
付
き
の
掘
立

柱
建
物
を
は
じ
め
規
模
の
大
き
な
建
物
が
多
数
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
遣
水
を
も

つ
庭
園
も
見

つ
か

っ
て
い
る
。
遺
物
も
在
地
の
上
師
器
、
須
恵
器
だ
け
で
な
く
、

自
磁

。
青
磁
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
や
緑
釉

・
灰
釉
陶
器
の
出
上
が
目
立
つ
。　
一

(仙 台)



方
、
大
路
か
ら
は
な
れ
た
区
画
は
建
物
の
数
も
少
な
く
、
規
模
も
小
さ
い
。
さ

ら
に
工
房
か
と
思
わ
れ
る
竪
穴
住
居
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
も
在
地
の
土

師
器

・
須
恵
器
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
違
い
か
ら
、
大
路
に
面
す

る
区
画
が
階
層
の
高
い
人
々
の
邸
宅
、
大
路
か
ら
は
な
れ
た
区
画
が
階
層
の
低

い
人
々
の
生
活
の
場
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
と
し
て
南

２
道
路
と
西
０
道
路
交
差
点
の
南
側
で
旧
砂
押
川
と
思
わ
れ
る
河
川
跡
を
確
認

し
て
い
る
。

木
筒
は
東
西
大
路
の
側
溝
か
ら
九
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
五
九
か
ら

一
点
出
上
し

た
。　
東
西
大
路
の
側
溝
は
九
時
期
の
変
遷
が
あ
り
、　
古
い
方
か
ら
六
時
期
め

の
側
溝
に
灰
白
色
火
山
灰

（
一
〇
世
紀
前
葉
に
降
下
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。　
最
も

古
い
側
溝
は
八
世
紀
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
木
筒
は
三
時
期
め
の
側
溝
か
ら

三
点
、
五
時
期
め
か
ら
二
点
、　
一
・
四

・
七

・
八
時
期
め
か
ら
各

一
点
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｅ
六
五
九
は
図
の
３
の
区
画
内
の
南
東
部
で
確
認
さ
れ
た
木
組
み
の
井

戸
粋
を
も
つ
井
戸
で
あ
る
。
掘
形
は
東
西
約

一
・
九
ｍ
、
南
北
約
二

。
二
ｍ
の

隅
丸
長
方
形
で
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
約

一
。
八
ｍ
あ
る
。
井
戸
枠
は
長
方
形

の
材
を
維
に
並
べ
た
も
の
で
、

一
辺
の
長
さ
は
約
九
〇

∽
を
測
る
。
木
筒
は
こ

の
枠
内
の
埋
土
か
ら
出
上
し
た
。
そ
の
他
の
出
土
遺
物
に
は
土
師
器

。
須
恵
器

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
土
器
の
年
代
観
か
ら
丼
戸
の
構
築
年
代
は
九
世
紀
前
半
と

考
え
て
い
る
。

一
一　
伏
石
地
区

伏
石
地
区
は
北
１

・
北
２
道
路
と
西
３

・
西
４
道
路
で
画
さ
れ
る
区
画
の
内

④
12  山王遺跡千刈田地区
3～526 ″ 多賀前地区
6    ″ 八幡地区 17  市川橋遺跡大臣宮地区

14  新日選跡寿福寺地区
16  館前遺跡

19    ク  水入地区
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10   ″ 多賀城跡37次調査   21・ 22高崎遺跡弥勒地区
11  砂押 ,II 23・ 24  多 井戸尻地区
12  山王遺跡東町1甫 西町浦地区 25  市川橋遺跡中谷地地区
13    夕 山王二区 30  高崎進跡表地区    D

ネ職0
0         500m

口

…

瑯 れご2ぎ
1

多賀城周辺の道路追構



1993年出上の木簡

部
に
あ
た
る
。
東
西
大
路
か
ら
は

一
区
画
分
は
な
れ
て
い
る
。
区
画
内
部
の
様

子
は
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
鍛
冶
工
房

・
井

戸

・
畑

・
土
坑

・
溝
な
ど
も
確
認
し
て
い
る
。
遺
物
は
在
地
の
上
器
が
多
い
。

金
泥
の
付
着
し
た
灰
釉
陶
器
を
は
じ
め
緑
釉

・
灰
釉
陶
器
の
出
土
も
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
数
は
多
賀
前
地
区
の
東
西
大
路
に
面
し
た
区
画
に
比
べ
る
と
か

な
り
少
な
い
。

木
簡
は
区
画
内
の
中
央
よ
り
や
や
南
東
に
あ
る
木
組
み
の
井
戸
枠
を
も
つ
井

戸
Ｓ
Ｅ
三
〇
三
八
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
掘
形
は
東
西
約
三

。
二
ｍ
、
南
北
約

二

・
五
ｍ
の
隅
丸
長
方
形
で
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
約
二

・
六
ｍ
あ
る
。
井
戸

枠
は
長
方
形
の
材
の
両
端
に
切
り
込
み
を
つ
け
て
正
方
形
に
積
み
上
げ
た
も
の

で
、　
一
面
に
つ
き
四
ｉ
五
段
を
検
出
し
て
い
る
。
遺
物
は
土
師
器

・
須
恵
器
が

出
上
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
井
戸
の
底
面
か
ら
土
師
器

・
須
恵
器
の
杯
が
ほ
ぼ

完
形
で
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。　
そ
の
中
に
は

「
百
」

「大
」
な
ど
の
墨

書
土
器
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
上
器
か
ら
丼
戸
の
構
築
年
代
は
九
世
紀
第
二
四
半

期
頃
と
考
え
て
い
る
。
木
筒
は
こ
の
井
戸
の
掘
形
埋
土
か
ら
出
上
し
た
。

以
上
、
両
地
区
の
概
要
と
木
簡
の
出
土
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
山
王
遺

跡
で
は
木
簡
以
外
に
も
文
字
資
料
と
し
て
、
漆
紙
文
書
と
墨
書
土
器
が
出
土
し

て
い
る
。
漆
紙
文
書
に
は

『古
文
孝
経
』
（多
賓
前
地
区
）
、
兵
士

・
健
士
の
歴
宅

様
文
書

（八
膊
地
区
）
、
星
口弥
侯
人
主
」
の
人
名
が
記
さ
れ
た
文
書

（伏
石
地
区
）

な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
多
賀
前
地
区
か
ら
の
出
上
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ

の
数
は
九
〇
〇
点
以
上
に
お
よ
び
、
な
か
で
も
東
西
大
路
の
側
溝
と
河
川
跡
か

ら
の
出
土
が
そ
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
破
片
資
料
が
多
い
が
、
判
読
で
き
た

も
の
に
は
郡
名
、
人
名
、
吉
祥
句
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
面
墨
書
土
器

も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
多
賀
前
地
区

ω

　

「
日
日
日
日
日
日
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜Φ露
∞受
”
ｏ麟

12)

□

ｃ
ｅ
ｘ
ｃ
∞
）
×
∞
　
ｏ
驚

③

　

九

月

十

一

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
じ

大

ё

添

ｏ
盟

④
　
。
「
≦
日
日
日
日
――
日
‐―
日
日
一

。
「
＜
弘
仁
十

一
年
十
月
□
□
　
　
　
　
　
（昼
Ｘ
ｅ
ｙ
∞
ｏ毬

⑤

　

口
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μじ
大
こ
溢

ｏ盟

０

　

「
□
□
□
佐

□
□

二
月
十
五
日
□
□
□
□
」
　
　

　

　

　

蔵
霊
×
枷
Φ
計

⑦
　
。
□
□
□

・　［日日日日一日田日日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ド∞卜）
〉〈（中ω）
×
　ヽ　〇∞Ｐ

□
□



&Ol
れ
Ｌ①

ｉ
⑨
が
多
賀
前
地
区
の
東
西
大
路
側
溝
出
上
の
木
簡
で
あ
る
。
①
は
古
い

方
か
ら

一
時
期
め
の
南
側
溝
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る
が

判
読
で
き
な
い
。
②
を
ω
は
三
時
期
め
か
ら
の
出
上
で
②
Ｏ
が
南
側
溝
、
⑭
が

北
側
溝
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ω
は
付
札
状
の
木
衛
だ
が
、
頂
部

に
明
瞭
な
段
の
あ
る
こ
と
か
ら
折
敷
を
木
簡
に
転
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「弘
仁
十

一
年
」
の
年
紀
が
み
え
、
遺
構
の
年
代
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な
史

料
で
あ
る
。
反
対
面
に
も
か
な
り
の
文
字
が
あ
る
が
、
木
簡
が
割
れ
て
い
る
た

め
今
の
と
こ
ろ
判
読
で
き
て
い
な
い
。
０
は
四
時
期
め
の
南
側
溝
か
ら
の
出
土
、

⑥
は
五
時
期
め
の
南
側
溝
、
⑦
は
同
期
北
側
溝
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
０
は
曲
物
の
底
板
内
側
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
表
面
に
は
無
数
の
刃

痕
が
認
め
ら
れ
る
。
③
Ｏ
は
と
も
に
付
札
状
の
木
簡
で
、
①
が
七
時
期
め
の
南

側
溝
、
０
が
八
時
期
め
の
南
側
溝
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
墨
痕
は
認

め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
⑩
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
五
九
か
ら
出
土
し
た
題
鍛
軸

で
、
ニ
カ
所
で
折
れ
、
下
端
が
失
わ
れ
て
い
る
。
題
鍛
部
は
七
〇
×
二
七
ｍｍ
の

長
方
形
で
、
断
面
が
蒲
鉾
形
を
呈
し
て
い
る
。
題
鉄
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は

平
坦
な

一
面
の
み
と
み
ら
れ
、
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
か
す
か
に
墨
痕
が
認
め
ら

れ
る
。
な
お
、
題
鍛
と
し
て
機
能
し
て
い
た
時
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、

題
簸
部
の
三
カ
所
に
貫
通
す
る
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。

０
は
伏
石
地
区
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
〇
三
八
か
ら
出
土
し
た
題
観
軸
で
あ
る
。
三

カ
所
で
折
れ
、
下
端
が
失
わ
れ
て
い
る
。
題
簑
部
は
五
八
×
四
六
硼
の
長
方
形

Ａ継
ヵ
〕

で
両
面
に
明
瞭
に
文
字
が
確
認
で
き
る
。
「主
政
」
の
次
の

「益
回
」
は
姓
を
省

略
し
た
人
名
で
、
益
継
は
解
文
の
整
理
の
責
任
者
、
担
当
者
の
名
ま
え
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
津
郡
主
政
が
陸
奥
国
府
に
い
て
、
各
所
か
ら
の
解
文

の
写
し
を
貼
り
継
ぎ
整
理
し
た
巻
物
の
軸
で
あ
ろ
う
。
郡
の
主
政
が
多
賀
城
下

に
い
て
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
行
な
っ
て
い
る
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
平
城
京

で
は
相
模
国
の
調
邸
の
よ
う
に
諸
国
の
出
先
機
関
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
て
お
り
、
国
と
郡
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
も
の
が
存
在
し
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。　
一
つ
の
推
測
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
東
北
大
学
今
泉
隆
雄
氏
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
平
川
南
氏
、
宮
叛
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
佐
藤
和
彦
氏
に
ご
教
示
を
い
た

。
「
＜
□
□
□
□
□

。
「
＜
日
日
日
日
日
四

「
＜
口
口
」

「
口
口
　
　
　
　
　
　
（題
釜
軸
）

伏
石
地
区

名

解
文

案

。
「
会
津
郡
〔継
ヵ
〕

主
政
益
□
　
　
　
（題
鉄
軸
）

（
岸
］
⇔
）
×

］
〕
×

い
　

Φ
∞
Φ

Φ
『
×

∞
Φ
×

枷
　

〇
∞
］

（
∞
卜
∞
）
×

］
『
×

Ｐ
Ｏ
　

Ｏ
φ
Ｐ

（］
∞
Φ）
×
卜⇔
×
『
　
〇
⇔
岸
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だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

宮
城
県
教
育
委
員
会

『
山
王
遺
跡
―
多
賀
前
地
区
調
査
概
報
―
』
盆

九
九
三

年
）菅

原
弘
樹

「多
賀
城
周
辺
の
様
子
」
翁
日
本
歴
史
』
五
四
四
　
一
九
九
二
年
）

菅
原
弘
樹

「官
城
県
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
」
（日
本
考
古
学
協
会

『
日
本
考
古
学

年
報
』
四
五
　
一
九
九
四
年
）

（吉
野
　
武
）




